
CAT. NO. O-107-3

2017年6月、労働安全衛生総合研究所・技術指針（JNIOSH-TR-No.48:2017）により、
製造年月から3年を超える乾式安全器は、メーカーによる再検査が必要となりました。
3年を超えて使用される場合は、メーカーによる点検、あるいは新品交換をお願いします。

3年毎のメーカー点検を行って下さい
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●定期自主検査
セーブP-S 型は耐久性にすぐれ、徹底した品質管理の上厳重に検査され
た製品ですが配管中の異物等の影響も考え、ご購入後年１回以上の定期
自主検査を行ってください。
●再検査
ご購入後３年を経過して使用する場合は、再検査にお出しください。以
後再検査の周期は３年に１回となります。
●逆火時の点検
逆火が起こりますと供給遮断が働きます。その後逆火の原因を取除き、
異常のないことを確認してから、復元させて再使用して下さい。
●点検及び修理
始業前に各接続部のガス洩れ日常点検を行って下さい。再検査及び修理
はご購入の販売店を経由してお届け下さい。セーブP-S型は絶対に分解
しないで下さい。分解した場合阻止能力は保証出来ません。
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